
株 主 メ モ

ユニバーサルデザイン（UD）の
考えに基づいた見やすいデザイン
の文字を採用しています。

株式会社ヴィンクス
本社／〒530-0004
大阪市北区堂島浜2-2-8
TEL.06-6348-8951（代）
https://www.vinx.co.jp https://www.vinx.co.jp

当社に関する情報は
ホームページでもご覧いただけます。

ホームページのご案内

事 業 年 度 毎年1月1日から12月31日まで
剰余金の配当の基準日 期末配当　毎年12月31日

中間配当　毎年6月30日
定 時 株 主 総 会 毎年3月
基 準 日 毎年12月31日

その他必要がある場合は、あらかじめ公告して設定します。
公 告 方 法 電子公告とし、当社ホームページに掲載いたします。

なお、電子公告によることができない事故その他やむを得ない事由が生じたと
きは、日本経済新聞に掲載いたします。
ホームページ　https://www.vinx.co.jp
※‌�貸借対照表、損益計算書はEDINET（金融商品取引法に基づく有価証券報告書等の
開示書類に関する電子開示システム）にて開示しております。

株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同 事 務 取 扱 場 所 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

同 郵 便 物 送 付 先
（ 電 話 照 会 先 ）

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL 0120-782-031（フリーダイヤル）
（各種お手続き)
・住所変更のお申し出先について
株主様の口座のある証券会社にお申し出ください。
・未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申し出ください。

上場金融商品取引所 東京証券取引所スタンダード市場

第34期 年次報告書

証券コード：3784
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国内小売業におけるDXのニーズの高まりと、既存顧客への更なる深耕が奏功したこと等により増収増益となりました。

(連結の範囲の重要な変更)
2022年8月24日付で株式会社ホロンの株式を取得し子会社化したことに伴い、当第３四半期連結会計期間より、同社を新たに連結の範囲に
含めております。

前期 当期 前年比

売 上 高 298億67百万円 317億34百万円 106.3％

営 業 利 益 25億26百万円 30億98百万円 122.7％

経 常 利 益 25億37百万円 30億58百万円 120.5％

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 16億16百万円 20億51百万円 126.9％

当連結会計年度の連結経営成績

人々のくらしと流通企業のビジネス活動を
情報システム技術で融合し、
豊かな社会の実現に貢献します。
株主の皆様におかれましては、日頃より格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
ここに第34期（2022年1月1日から2022年12月31日まで）における
当社グループの事業概況等を謹んでご報告申し上げます。

代表取締役 社長執行役員 今 城 浩 一

To Our Shareholders   株主の皆様へ

アウトソーシング分野
システム運用・管理サービス、ソフトウェア保守サービス、
ヘルプデスクサービス等

84億  27百万円

8億  13百万円

前年差 12百万円増 前年比 100.2％

前年差 2億38百万円増 前年比 141.5％

売 上 高

営業利益

プロダクト分野
オープンPOSパッケージ、クラウド型タブレットPOSパッケー
ジ、CRMパッケージ、MD基幹システム、次世代統合運用等 

44億  45百万円

6億  28百万円

前年差 7億51百万円増 前年比 120.3％

前年差 2億15百万円増 前年比 152.4％

売 上 高

営業利益

その他IT関連分野
ハードウェア販売、店舗システム導入展開サービス等

60億  26百万円

2億  13百万円

前年差 1億7百万円減 前年比 98.2％

前年差 33百万円増 前年比 118.7％

売 上 高

営業利益

ソリューション分野
流通・サービス業向け基幹システム、クレジットカード
システム、ネットビジネス等

128億  35百万円

14億 43百万円

前年差 12億10百万円増 前年比 110.4％

前年差 84百万円増 前年比 106.2％

売 上 高

営業利益
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基幹システム
関西小売業グループ様より、基幹システム「MDware」の開発案件を受注いたしました。

POSシステム
関東地方を中心として展開するドラッグストア様より、次期POSシステムの開発案件を受注
いたしました。

顧客管理システム
関東地方を中心として展開する食品スーパー様より、CRMシステムの開発案件を受注いたし
ました。

顧客管理システム
全国に展開する靴専門店様より、 CRMシステムの開発案件を受注いたしました。

販売数予測システム
首都圏を中心として展開するスーパー様より、AIによる販売数予測システムの開発案件を
受注いたしました。

基幹システム
総合小売業グループ様より、物流関連の基幹システムの構築案件を受注いたしました。

物流システム
関東地方を中心として展開するスーパーグループ様より、共同物流センター関連の構築案件
を受注いたしました。

海外出店サポート
専門店の現地法人様より、海外出店サポート案件を受注いたしました。

ポイント管理システム
全国に展開するドラッグストアの中国現地法人様よりポイント管理システムの導入案件を
受注いたしました。

　2022年8月24日付で株式会社ホロンの株式を取得し子会社化したことに
伴い、当第３四半期連結会計期間より、ホロン社を新たに連結の範囲に含め
ております。
　ホロン社は、1987年の設立時より「ＨＯＬＯＳ（全体）とＯＮ（個）の調和と融
合」を基本理念としており、同社の主力製品である「ＡＰ-Ｖｉｓｉｏｎ」は、現在まで
にアパレルを中心に250社を超える多くのお客様に採用いただいております。
当社は、専門店ビジネスの更なる拡大とヴィンクスグループ全体の開発力強
化に寄与すると判断し、同社を子会社化いたしました。

　2022年10月1日付で経済産業省が定めるDX認定制度に基づく「DX認
定事業者」に認定されましたので、お知らせいたします。
　当社は、お客様および当社のDXを加速させるために、自社の事業構造改
革で、業務のデジタル化とDX人材の育成をすることにより、 当社の成長戦
略である「ニューリテール戦略」「既存ビジネスの高度化」を推進してまいりま
した。その推進状況と適切な情報開示などが経済産業省の認定基準を満た
していることから、本認定の取得となりました。
　今後も、小売業のDX化を推進し、当社とお客様の競争力向上・ビジネス拡
大を目指してまいります。

流通・サービス

ドラッグストア

食品スーパー

専門店

スーパー

流通・サービス

スーパー

専門店

ドラッグストア

営業活動における主なトピックス 株式会社ホロンの連結子会社化について

経済産業省が定める「DX認定事業者」の
認定取得のお知らせ

ニ
ュ
ー
リ
テ
ー
ル
戦
略

特
定
顧
客
化
戦
略

グ
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ー
バ
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市
場
戦
略

当社のDX戦略については
下記をご参照願います。
https://www.vinx.co.jp/
ir/pdf/VINX_dx.pdf

項　目 概　要
所在地 名古屋市中村区名駅二丁目37番21号

代表者の役職・氏名 代表取締役社長　小泉 登
事業内容 ソフトウエアの企画・設計・開発・運用保守
資本金 6,080万円
主な製品 販売物流基幹システム「AP-Vision」　他
URL https://www.holon.ne.jp/

ホロン社　会社概要
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異なるタイプのPOSをメーカーやハードウェアに囚われることなく、
柔軟に組み合わせることが可能

お客様のチェックアウトの生産性向上に向けた当社の取り組み
～オペレーション効率の向上～

ニューリテール戦略

事業構造改革

導入期待度

導入状況

高い

低い

（スーパーマーケット）

高い低い

Grab＆Go
カート型POS

スマホPOS

キャッシュレス
セルフレジ セルフレジ

セミセルフレジ

通常レジ

VINXメディアタッチレスPOS

スマホPOS
AI来店客数予測・
MD自動発注

③ハイブリッドワークの推進

キャッシュレスセルフPOS

EC・OMS

店舗を広告媒体とし
て活用、メーカーと
の協業によるインス
トア販促と広告の収
益化。

Withコロナを見
据えた非接触POS。
従業員様、お客様
ともに感染リスク
の低減に寄与。

バックエンド側で
システム連携。 客数実績や気象情報、

販促情報等に基づき、
AIが来店客数を予測。

レジ会計の回転率の向上か
つ非接触など様々な面でレ
ジ業務に貢献。若年層の多
い都市型店舗で効力を発揮。

ネットとリアルの融合

②DX人材の育成①社内業務の効率化

通常レジ、セミセルフ

RPA

店舗形態、客層等
に合わせたハード
ウェアを選択可能。

カート型POS
リアルタイムクーポ
ンの発行でついで買
いの促進に貢献。レ
ジ待ち時間の短縮に
より、お客様の満足
度と店舗側の効率化
を両立。

定型業務の自動化・
効率化
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2019年度
実績計画

2020年度
実績計画

2021年度
実績計画

2022年度
実績計画

2023年度
計画

2022年度
年間配当金

2023年度
年間配当金計画

43円
（期末8円増配）

44円
（年間1円増配）

10.0 13.0 13.0 14.0 14.0
20.0

35.0
43.0

44.0

単位：円

Business Strategy   事業戦略

売上高

（単位：百万円）

営業利益

31,000

2,620

31,734

3,098

33,690

3,295

34,700

3,3953,195

32,700

0

10,000

20,000

30,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

（百万円未満切り捨て）

利益体質の改善が順調に図れていることから、2022年度より配当政策を見直しております。
2022年度期末配当金については、当初予想より8円増配し25.5円（年間43円）といたします。
2023年度については、配当性向35.0%、年間1円増配し、44円を計画しております。

ニューリテール戦略 ��ニューリテールへの取り組みを強化し、流通小売業の変革をリードする。

特定顧客化戦略 ��流通小売業に向けてストックビジネスを拡大することで、特定顧客化を推進する。

グローバル市場戦略 ��日系および現地企業向けソリューション事業を強化し、ビジネスモデルの転換を図る。

事業構造改革 ��事業構造の改革を推進し、組織を強化することで持続的成長を目指す。

1株あたり配当金

事業戦略 株主還元

中期経営目標値

収益性に関する経営指標

2019年度
実績

2020年度
実績

2021年度
実績

2022年度
実績

ROIC：投下資本利益率 11.8% 12.5% 14.6% 17.2%

ROE：自己資本利益率 14.0% 14.9% 17.0% 18.4%

EBITDA （単位：百万円） 2,771 3,354 3,556 3,865

EBITDAマージン率 9.3% 12.1% 11.9% 12.2%

（単位:百万円）

2022年度
計画

2022年度
実績

2023年度
計画

2024年度
計画

2025年度
計画

売上高 31,000 31,734 32,700 33,690 34,700
営業利益 2,620 3,098 3,195 3,295 3,395

87



発行可能株式総数� 44,800,000株
発行済株式の総数� 17,718,000株
株主数� 2,912名

大株主（上位10名）

※自己株式除く

 ※自社名義1名含む

個人・その他
2,776名
2,734,141株

（16.24%）

その他国内法人
24名
10,383,380株

（61.68%）

外国人
81名
1,671,165株

（9.93%）

証券会社
22名  1,107,723株

（6.58%）
金融機関
8名
937,900株

（5.57%）

商号 株式会社ヴィンクス
（英文名　VINX CORP.）

本社 大阪市北区堂島浜2-2-8

設立 1991年2月20日

主要な事業内容 流通・サービス業に特化した総合情報サービスの提供

資本金 596,035,384円

従業員数 1,474名（連結）、1,176名（単体）

連結子会社

株式会社 4U Applications
株式会社エリア
株式会社Ui2
株式会社ホロン
維傑思科技（杭州）有限公司
Vinx Malaysia Sdn.Bhd.
VINX VIETNAM COMPANY LIMITED
VINX SYSTEM SERVICE(Thailand)Co.,Ltd.

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
富士ソフト株式会社 10,330,000株 61.36％
野村證券株式会社 791,504 4.70
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 632,200 3.75
ＭＳＩＰ　ＣＬＩＥＮＴ　ＳＥＣＵＲＩＴＩＥＳ 510,502 3.03
ＪＰＬＬＣ－ＣＬ ＪＰＹ 450,402 2.67
ヴィンクス従業員持株会 438,630 2.60
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 269,700 1.60
ＢＮＹＭ　ＳＡ／ＮＶ ＦＯＲ　ＢＮＹＭ　ＦＯＲ　ＢＮＹ
Ｍ　ＧＣＭ　ＣＬＩＥＮＴ　ＡＣＣＴＳ　Ｍ ＩＬＭ　ＦＥ 198,780 1.18
ＪＰモルガン証券株式会社 110,102 0.65
野村證券株式会社　自己振替口 100,000 0.59

(注)�自己株式（883,691株）を除いて表示しております。また、持株比率は、自己株式を控除して計算して
おります。

代表取締役	 社長執行役員 今 城 浩 一
取 締 役 	副社長執行役員 渋 谷 正 樹
取 締 役 	常務執行役員 竹 内 雅 則
取 締 役 	常務執行役員 田 原 　 大
取 締 役 	常務執行役員 吉 田 太 一
取 締 役  （ 社 外 ） 菊 川 泰 宏
取 締 役  （ 社 外 ） 谷 　 祐 輔
常勤監査役	 岩 見 義 朗
監 査 役  （ 社 外 ） 村 田 智 之
監 査 役  （ 社 外 ） 佐 藤 吉 浩

連結貸借対照表� （単位：千円） 連結損益計算書� （単位：千円） 株式の状況  （2022年12月31日現在）

会社概要  （2022年12月31日現在）

所有者別株式分布状況  （2022年12月31日現在）

役 員  （2023年3月17日現在）
連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：千円）

当　期
2022年 1 月 1 日〜
2022年12月31日　

前　期
2021年 1 月 1 日〜
2021年12月31日　

売上高 31,734,588 29,867,142

売上原価 24,206,755 22,968,206

売上総利益 7,527,832 6,898,936

販売費及び一般管理費 4,428,854 4,372,735

営業利益 3,098,977 2,526,201

経常利益 3,058,062 2,537,085

親会社株主に帰属する
当期純利益 2,051,991 1,616,473

当 期 末
2022年12月31日現在

前期末
2021年12月31日現在

（資産の部）

流動資産 16,385,574 15,976,839

固定資産 4,362,431 4,528,333

有形固定資産 831,342 1,066,937

無形固定資産 1,275,133 1,536,028

投資その他の資産 2,255,955 1,925,367

資産合計 20,748,005 20,505,173

（負債の部）

流動負債 5,890,763 6,972,188

固定負債 1,853,020 2,394,455

負債合計 7,743,784 9,366,644

（純資産の部）

株主資本 11,641,568 10,068,541

その他の包括利益累計額 367,523 213,502

新株予約権 491,331 501,480

非支配株主持分 503,798 355,005

純資産合計 13,004,221 11,138,529

負債純資産合計 20,748,005 20,505,173

当　期
2022年 1 月 1 日〜
2022年12月31日　

前　期
2021年 1 月 1 日〜
2021年12月31日　

営業活動による
キャッシュ・フロー 3,070,466 2,322,925

投資活動による
キャッシュ・フロー △567,547 △499,758

財務活動による
キャッシュ・フロー △1,757,239 △1,393,379

現金及び現金同等物に
係る換算差額 102,564 164,070

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少） 848,244 593,857

現金及び現金同等物の
期首残高 7,324,305 6,730,448

現金及び現金同等物の
期末残高 8,172,549 7,324,305
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